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CROSS
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MISSIONS 発行人：KBI フレンズの会 会長　伊藤勝利（八尾福音教会曙チャペル）

・・・　「KBI フレンズの会」便り　・・・

　1999 年の夏にインドネシアより帰国いたしました。ビザが下りず祈り求めていた時に KBI より
招聘がありましたが、それは痛い選択でした。私の中にはいつも数少ないクリスチャンの中から
働き人として召されたこと、さらに少ない宣教師として召されたのだから宣教師として死にたい
という願いがあったのです。体は帰国しているのに、心はまだ太平洋上をこちらに向かう途上に
ある感じでした。けれども、学生達との日々の中で、私達の召命は彼らを通して全うされるのだ
と気付きました。それももっと素晴らしく、広く、です。願った以上に多くの宣教師が巣立って
いきました。ある人は未伝部族に遣わされ、生活丸ごと体当たりでやっとのことで村人達に受け
入れられ、繊細な心で福音を宣べ伝え、サタンの攻撃に屈せず救われる人々が起こされ群れがで
きつつあります。ある人はスラムの中で困窮する人たちに寄り添い、経済力でなくみ言葉と祈り
をもって主イエスにある希望を手渡し、人々が変えられています。またある人は病のために帰国
せざるを得ず、しかし宣教地と人々のために祈り戦っています。文化の壁に戸惑い、必死に突破
口を見つけようと試行錯誤し、主に叫び求めながら、日本では何でもできたのに現地では赤子の
ように言葉、文化を一つずつ学んでゆく…その中で受肉された主のお姿がよりリアルになり、主
の謙遜に倣う者とされて行く。国外、国内を問わずそうやって卒業生達が『労苦しながら奮闘し
ている』姿は、KBI の誇り、冠です。涙が出ます。そして、その方々の献身の生涯の初めを共に
歩ませていただいたことは何と尊いことかと感謝するのです。
　KBI の学生だった頃私は一番自分にとらわれ、悩み多き者だったと自覚しています。神の子が
十字架にかからなければならないほどの自分が罪人であること、同時に神の子が十字架について
下さるほどに価値があり、愛されているという事実、圧倒されるこの両面を受け止めるのに長い
時間が掛りました。だから十字架に感動し、十字架の原理は今学生達が様々に抱えている問題の
答えだと確信しています。神様が下さった行き詰まりこそ十字架に至る勝利への道と考えている

「感謝申し上げます」

大田 伯子（1981 年度卒業）

関西聖書学院 教師

2020.7.1

ので、主のお邪魔はしたくないし、学生達にはそこから逃げて欲しくないのです。話し合う中、
静まりの中、人が主に触れられて自分と和解し、人との和解に心を開き、共に主の素晴らしさの
余韻に浸る時が至福の時でした。( 傷つけただけの皆さんには本当にごめんなさい。)
20 年も奉仕したとは驚きです。欠けの多い私たちがここで奉仕するために主はどれだけ用意周到
に人材をお集め下さったことでしょう。皆様とご一緒にお仕えした日々は宝の日々でした。KBI
を愛するフレンズの皆様、陰に日向にお支えをありがとうございました。
日本の津々浦々まで、地の果てまで、福音が満ちるために、KBI は新しいスタッフと共にさらに
進んでいます !  

注： 教師の傍ら学院長夫人として2000 年 4 月より
 20 年間在任されました。今年3 月、KBI と同じ
 町内に住居を移されました。

2020年 3月12日開催、
2019年度KBI 卒業派遣式に於ける退任式から
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ゆうちょ銀行「自動払込利用申込」ご協力のお願い！
「自動払込利用申込」手続きをして下さった皆様、ご協力有難うございました。
2020 年 5月 22日現在、204名。【年会費 2,000 円 毎年 8月 31日自動引落し】
手続きがまだの方は、是非ともお手続きを、よろしくお願い致します。

総合口座への振込も受付けます！
自動払込の難しい方へ：総合口座へは、随時振込が可能です。
ゆうちょ口座名：KBI フレンズの会（ケービーアイフレンズノカイ）
口座番号：１４５２０－２４１０１３３１

フレンズの会への献金も、随時受け付けます。
上記の同じ口座への送金にて随時受付いたします。

KBI への支援献金
「支える会」や「奨学基金」など母校、後輩へのご支援もよろしくお願い致します。
ゆうちょ口座： 関西聖書学院／０１１４０－６－６７７０８

あなたのメールアドレスを登録して下さい！
登録先：kbifriendsnokai@gmail.com （会専用のメールアドレス）
このアドレス宛に、住所、氏名、教会名等を書いて、メールをお送り下さい。
「KBI フレンズの会」からのお知らせをお送りいたします。

＜お願い＞
　会の円滑な運営・活動のために、年会費納入・メールアドレス・住所変更時の連絡等にご協力下さい。

全体シェア開催延期のお知らせ
　10 月 14～16 日（水～金）に開催を予定しておりました「全体シェア」は、新型コロナウィルス
禍の状況を踏まえ、大変残念ではありますが、延期することを決定いたしましたことをご報告申
し上げます。来年以降の開催につきましては、決定次第、改めてお知らせいたします。

2020 年度フレンズの会総会は、役員会で代行します
　本年は上記の「全体シェア」の中で行うことを予定しておりましたが、延期となりましたので、
皆さんにお集まりいただく形での開催が困難なため、KBI フレンズの会会則の第 12 条に則り、フ
レンズの会役員会にご一任いただき、10 月の役員会にて各議案の確認・承認を行う方向で進めさ
せていただきたく存じます。何卒、ご了承くださいますよう、よろしくお願いいたします。次号の「フ
レンズの風」と合わせて、書面にて卒業生・修了生ら会員の皆様にご報告させていただきます。
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